
相
馬
市

相
馬
市

海 
と 
緑 

と 

歴
史
歴
史

受　

け　

継　

ぐ　

人　

　々

と　

繋　

ぐ　

伝　

統

受　

け　

継　

ぐ　

人　

　々

と　

繋　

ぐ　

伝　

統

海 

と 

緑 

と 
歴
史

受　

け　

継　

ぐ　

人　

　々

と　

繋　

ぐ　

伝　

統

そ　
　
　
　
　

う　
　
　
　
　

ま　
　
　
　

し

そ　
　
　
　
　

う　
　
　
　
　

ま　
　
　
　

し

そ　
　
　
　
　

う　
　
　
　
　

ま　
　
　
　

し

相
馬
市

海 
と 
緑 

と 

歴
史

受　

け　

継　

ぐ　

人　

　々

と　

繋　

ぐ　

伝　

統



鵜ノ尾岬トンネルから磯部地区へと伸びる直線５㎞の道路は太平洋

と松川浦を両側に望むことができる絶景スポットです。

日本の渚・百選にも選ばれています。

大洲松川ライン
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すみきった風。鮮やかな緑。紺碧の空。

自然美あふれる相馬で、華やかな歴史が自然とともに

息づいて過去から現在の空間をやさしく包んでくれます。

22



安あ

ん

ぜ

ん

き

が

ん

さ

い

全
祈
願
祭

前
日
（
５
月
最
終
金
曜
日
）

　

祭
の
前
日
、
相
馬
中
村
神
社
で
御
鳳

輦
（
ご
ほ
う
れ
ん
＝
神
輿
）
に
従
っ
て

出
陣
す
る
宇
多
郷
の
騎
馬
武
者
が
打
ち

揃
い
、
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

相そ

う

ま

の

ま

お

い

馬
野
馬
追

❷

❶

一
日
目
（
５
月
最
終
土
曜
日
）

　

総
大
将
の
訓
示
に
続
き
、
相
馬
の
国

歌
と
も
言
わ
れ
る
「
相
馬
流
れ
山
」
の

合
唱
で
締
め
、
騎
馬
武
者
は
総
大
将
の

閲
兵
を
受
け
、
出
陣
に
向
け
て
隊
列
を

整
え
ま
す
。

❸

❹

一
日
目
（
５
月
最
終
土
曜
日
）

　

相
馬
中
村
神
社
の
御
鳳
輦
と
総
大
将

を
擁
す
る
宇
多
郷
勢
が
陣
螺
と
陣
太
鼓

の
音
を
合
図
に
大
手
門
か
ら
繰
り
出
し
、

市
内
を
一
巡
し
て
北
郷
陣
屋
（
南
相
馬

市
鹿
島
区
）
へ
向
か
い
ま
す
。

二
日
目
（
５
月
最
終
日
曜
日
）

　

正
午
、
陣
螺
、
陣
太
鼓
が
鳴
り
響
く

と
兜
を
脱
ぎ
、
白
鉢
巻
を
締
め
た
若
武

者
が
、
先
祖
伝
来
の
旗は

た
さ
し
も
の

指
物
を
な
び
か

せ
、
人
馬
一
体
と
な
り
風
を
切
り
疾
走

す
る
勇
壮
な
甲
冑
競
馬
が
行
わ
れ
ま
す
。

（南相馬市・雲雀ヶ原祭場地）

（相馬市・大手門）

（相馬市・相馬中村神社）

（相馬市・相馬中村神社）

一
千
有
余
年
の
歴
史
を
経
て
、
今
な
お
い
き
づ
く

出し

ゅ

つ

じ

ん

し

き

陣

式

お
繰く

り
出だ

し

甲か

っ

ち

ゅ

う

け

い

ば

冑

競

馬

3



❻

❼

「
伝
統
の
祭
」

神し

ん

き

そ

う

だ

つ

せ

ん

旗
争
奪
戦

二
日
目
（
５
月
最
終
日
曜
日
）

　

午
後
一
時
、
相
馬
野
馬
追
の
最
大
の

呼
び
も
の
神
旗
争
奪
戦
の
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
す
。
空
高
く
打
ち
上
げ
ら

れ
た
御
神
旗
を
数
百
の
騎
馬
武
者
が
奪

い
合
う
姿
は
圧
巻
で
す
。

（南相馬市・雲雀ヶ原祭場地）

お

上あ

が

り

二
日
目
（
５
月
最
終
日
曜
日
）

　

総
大
将
お
よ
び
宇
多
郷
勢
は
神
旗
争

奪
戦
の
半
ば
で
帰
路
に
つ
き
ま
す
。
相

馬
市
街
地
手
前
で
、
お
上
が
り
の
行
列

を
整
え
、
城
跡
内
の
相
馬
中
村
神
社
に

戻
り
、
御
鳳
輦
を
本
殿
に
安
置
し
ま
す
。

（相馬市・市街地）

野の

ま

か

け

馬

懸

三
日
目
（
５
月
最
終
月
曜
日
）

　

白
鉢
巻
に
白
装
束
を
つ
け
て
身
を
浄

め
た
御
小
人
（
お
こ
び
と
）
と
呼
ば
れ

る
者
た
ち
が
、
竹
矢
来
の
中
で
荒
駒
を

素
手
で
捕
ら
え
神
前
に
奉
納
し
ま
す
。

（南相馬市・相馬小高神社）

❺

　

福
島
県
の
相
馬
地
方
で
三
日
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
る
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の

「
相
馬
野
馬
追
」
は
、
む
か
し
平
将
門
が
原

野
に
放
し
て
あ
っ
た
野
馬
を
狩
り
集
め
、
氏

神
に
神
馬
と
し
て
奉
納
し
た
こ
と
に
由
来
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
野
馬
追
の
ス
タ
ー

ト
が
総
大
将
の
出
陣
式
。
相
馬
中
村
神
社
を

舞
台
に
行
わ
れ
、
勇
壮
華
麗
な
戦
国
絵
巻
の

季
節
を
告
げ
ま
す
。
古
式
豊
か
な
甲
冑
に
身

を
固
め
た
騎
馬
武
者
の
心
は
、
一
千
有
余
年

受
け
継
が
れ
て
き
た
相
馬
の
「
武
風
」
に
満

ち
て
い
ま
す
。
相
馬
氏
は
元
来
、
下
総
（
現

在
の
千
葉
県
）
を
本
拠
に
し
て
い
ま
し
た
が
、

元
享
三
年
（
１
３
２
３
年
）
頃
、
重
胤
の
時

に
相
馬
地
方
に
移
住
し
ま
し
た
。
武
家
社
会

が
続
い
て
い
く
中
に
あ
っ
て
、
相
馬
氏
が
一

度
も
国
替
え
し
な
い
で
繁
栄
し
て
き
た
こ
と

は
、
全
国
で
も
珍
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

戦
国
時
代
、
相
馬
藩
は
隣
国
に
62
万
石
伊
達

藩
を
控
え
て
い
ま
し
た
。
僅
か
６
万
石
の
相

馬
藩
が
、
伊
達
藩
に
ひ
け
を
と
ら
な
か
っ
た

の
は
、
野
馬
追
に
よ
り
、
軍
備
の
充
実
は
も

と
よ
り
、
日
常
の
礼
儀
作
法
か
ら
学
問
に
至

る
ま
で
、
精
神
修
養
を
怠
ら
な
か
っ
た
た
め

で
す
。
相
馬
藩
に
対
し
て
、
伊
達
政
宗
は
「
わ

れ
、
敵
を
討
っ
て
ほ
と
ん
ど
意
に
任
せ
ざ
る

な
し
。
ひ
と
り
相
馬
は
小
敵
と
い
え
ど
服
し

難
し
！
」
と
評
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

4



文字島
　
海
と
緑
、
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
相
馬
市
、
そ
の
自

然
景
観
を
代
表
す
る
も
の
が
「
松
川
浦
」
で
す
。
福
島
県

唯
一
の
潟せ

き

こ湖
で
、
景
観
の
美
し
さ
か
ら
日
本
百
景
に

選
定
さ
れ
て
お
り
、
小
島
が
点
在
す
る
風
光
明
媚
な

様
子
か
ら
日
本
三
景
の
松
島
に
な
ぞ
ら
え
て
「
小
松

島
」
と
も
評
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
く
は
万
葉
集
に
も

う
た
わ
れ
、
江
戸
時
代
は
相
馬
藩
主
の
保
養
所
（
リ

ゾ
ー
ト
地
）
で
し
た
。
小
島
が
点
在
し
て
い
る
美
し

い
内
海
で
は
、
青
ノ
リ
や
ア
サ
リ
の
養
殖
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

所8 

相
馬
市 

尾
浜

・
岩
子

・
磯
部

　

平
成
７
年
３
月
に
完
成
し
た
相

馬
の
名
所
「
松
川
浦
大
橋
」
（
長
さ

５
２
０
m
）
。
尾
浜
地
区
と
磯
部
地

区
を
結
ぶ
こ
の
大
橋
は
、
ス
レ
ン

ダ
ー
な
美
観
が
特
徴
。
交
通
の
要
所

に
プ
ラ
ス
し
て
、
相
馬
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。
夜
に
な
る
と
時

間
帯
に
よ
っ
て
色
を
変
え
な
が
ら
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
昼
間
と
は
違
っ

た
装
い
を
見
せ
ま
す
。

所8 

相
馬
市
尾
浜
字
追
川

　

太
平
洋
の
果
て
し
な
い
荒
波
に
削

ら
れ
た
断
崖
に
そ
び
え
る
、
白
亜
の

灯
台
で
す
。
令
和
５
年
に
は
、
日
本

財
団
「
海
と
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
日

本
全
国
の
灯
台
を
擬
人
化
し
、
各
地

の
灯
台
の
魅
力
を
広
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
灯
台
擬
人
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
鵜う

の

お

さ

き

ノ
尾
埼
灯
台
が
擬
人
化

さ
れ
ま
し
た
。

所8 

相
馬
市
尾
浜
字
松
川

松川浦桟橋

松
川
浦

鵜
ノ
尾
埼
灯
台

松
川
浦
大
橋
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「
日
本
の
水
浴
場
88
選
」
に
選

ば
れ
た
福
島
県
内
で
は
有
名
な

海
水
浴
場
で
す
。
遠
浅
で
波
が

穏
や
か
な
海
岸
と
し
て
知
ら
れ
、

毎
年
、
多
く
の
海
水
浴
客
で
賑

わ
い
ま
す
。
周
辺
は
、
海
浜
公

園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
人
工
磯
、

釣
り
桟
橋
、
東
屋
な
ど
が
あ
り

憩
い
の
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
に
は
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

の
プ
ロ
選
手
で
あ
る
西
村
晃
一

氏
が
監
修
を
し
た
「
尾
浜
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
場
」
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
常
設
コ
ー
ト

４
面
の
ほ
か
に
仮
設
コ
ー
ト
を

貼
る
ス
ペ
ー
ス
も
十
分
あ
る
た

め
、
国
体
予
選
な
ど
の
公
式
戦

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

所8 

相
馬
市
尾
浜
字
須
賀
畑

　

鵜う

の

お

み

さ

き

ノ
尾
岬
と
堤
防
に
囲
ま
れ
た
湾
状
の

ビ
ー
チ
で
あ
る
カ
ゲ
ス
カ
海
岸
は
潮
風
に
吹

か
れ
て
の
ん
び
り
過
ご
す
の
に
絶
好
の
場
所

で
す
。
カ
ゲ
ス
カ
海
岸
か
ら
は
鵜
ノ
尾
埼
灯

台
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
パ
ワ

フ
ル
な
波
が
楽
し
め
る
こ
と
か
ら
サ
ー
フ
ィ

ン
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
の
海
岸
で
す
。

所8 

相
馬
市
尾
浜
字
松
川

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
施
設
と
し

て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
大
き
な

風
車
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
滑
り
台

な
ど
の
屋
外
遊
具
（
10
種
類
）

の
ほ
か
、
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
１

面
分
の
芝
生
広
場
や
、
雨
の
日

で
も
遊
べ
る
エ
ア
ト
ラ
ッ
ク
な

ど
の
遊
具
を
備
え
た
「
尾
浜
交

流
館
」
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

所8 

相
馬
市
尾
浜
字
北
ノ
入
１
４
０

☎
０
２
４
４-

３
２-

１
７
３
２

原
釜
尾
浜
海
水
浴
場

尾
浜
こ
ど
も
公
園

カ
ゲ
ス
カ
海
岸
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相
馬
市
に
は
、
東
日
本
屈
指
の
規
模
を

誇
る
「
相
馬
光
陽
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」
と

福
島
県
最
初
の
国
際
公
認
コ
ー
ス
で
あ
る

「
松
川
浦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」
が
あ
り
、
ど

ち
ら
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
も
ボ
ー
ル
、
ク

ラ
ブ
の
レ
ン
タ
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

誰
で
も
手
ぶ
ら
で
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

『相
馬
光
陽
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
』

　

相
馬
光
陽
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
、
敷
地

面
積
１
１
８
・
７
７
６
㎡
（
東
京
ド
ー
ム
の

約
２
・
５
倍
）
、
９
コ
ー
ス
81
ホ
ー
ル
の
国

際
公
認
コ
ー
ス
で
す
。
平
坦
な
初
級
者
向

け
の
コ
ー
ス
か
ら
高
低
差
の
あ
る
上
級
者

向
け
の
コ
ー
ス
ま
で
、
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ

て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

所8 

相
馬
市
光
陽
４-

２-

５

☎
０
２
４
４-

２
６-

８
０
０
９

『松
川
浦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
』

　

松
川
浦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
、
松
川
浦

を
一
望
し
な
が
ら
楽
し
め
る
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
で
す
。
４
コ
ー
ス
36
ホ
ー
ル
の
国
際

公
認
コ
ー
ス
で
、
心
地
よ
い
潮
風
を
受
け

な
が
ら
コ
ー
ス
で
プ
レ
イ
で
き
ま
す
。

所8 

相
馬
市
岩
子
字
長
谷
地
１
０-

１

☎
０
２
４
４-

３
６-

４
３
５
５

相馬光陽パークゴルフ場

　

相
馬
光
陽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
は
、
福
島

県
内
で
も
数
少
な
い
外
野
面
に
天
然
芝
が

張
ら
れ
た
球
場
を
４
面
有
し
、
公
式
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
競
技
の
公
認
規
格
を
も
っ
た
施

設
で
す
。
３
月
か
ら
11
月
の
間
、
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

所8 

相
馬
市
光
陽
４-

２-

５

☎
０
２
４
４-

３
５-

４
２
５
４

　

子
ど
も
た
ち
が
安
全
な
環
境
で
の
び
の
び
と
運
動

を
す
る
た
め
の
屋
内
施
設
で
す
。
約
１
０
０
０
㎡
の

人
工
芝
が
敷
か
れ
て
お
り
、
子
ど
も
の
遊
び
場
と
し

て
の
利
用
を
は
じ
め
、
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
練

習
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
野
球
用
バ
ッ
ト
や
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
ラ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
用
具
も
無
料

で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

所8 

相
馬
市
光
陽
４-

２-

５

☎
０
２
４
４-

３
５-

４
２
５
４

相
馬
光
陽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

相
馬
こ
ど
も
ド
ー
ム
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天然芝天然芝

天然芝天然芝
天然芝天然芝

人工芝人工芝

人工芝人工芝

『角
田
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
』

　

角す

み

た田
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
相
馬
駅

か
ら
約
１
㎞
と
い
う
良
好
な
立
地
と
、
人

工
芝
（
砂
入
り
）
コ
ー
ト
が
８
面
あ
り
、

そ
の
う
ち
６
面
は
ナ
イ
タ
ー
設
備
も
備
え

て
い
る
た
め
、
比
較
的
大
き
な
規
模
の
試

合
会
場
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

所8 

相
馬
市
北
飯
渕
１-

１
５-

１

☎
０
２
４
４-

３
５-

５
０
９
１

『相
馬
港
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
』

　

相
馬
港
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
相
馬
港
の

近
く
に
あ
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
人
工
芝

（
砂
入
り
）
コ
ー
ト
が
３
面
あ
り
ま
す
。

海
か
ら
近
い
た
め
潮
風
を
感
じ
な
が
ら
プ

レ
イ
で
き
ま
す
。

所8 

相
馬
市
原
釜
字
大
津
２
６
７

☎
０
２
４
４-

３
５-

５
０
９
１

角田公園テニスコート

相馬港テニスコート

　

相
馬
光
陽
サ
ッ
カ
ー
場
は
平
成
23
年
７

月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、
平
成
23
年

10
月
に
国
際
サ
ッ
カ
ー
連
盟
（
F
I
F
A
）

並
び
に
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
J
F
A
）

の
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
事
業
と
し
て
、

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
を
備
え
た
天
然
芝

コ
ー
ト
３
面
、
人
工
芝
コ
ー
ト
１
面
を
有

す
る
サ
ッ
カ
ー
場
と
し
て
再
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
相
馬
市
が
人
工
芝
コ
ー

ト
１
面
、
夜
間
照
明
設
備
（
人
工
芝
コ
ー

ト
１
面
）
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
機
能
を
有
し
た

「
相
馬
市
復
興
交
流
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
し

て
い
ま
す
。
相
馬
市
は
、
冬
は
比
較
的
温

暖
で
積
雪
も
少
な
い
た
め
年
間
を
通
し
て

良
好
な
ピ
ッ
チ
で
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

所8 

相
馬
市
光
陽
３-

３-

１

☎
０
２
４
４-

３
５-

０
１
２
７

天然芝

天然芝
天然芝

人工芝

人工芝

相
馬
光
陽
サ
ッ
カ
ー
場

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
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第一体育館第一体育館

第二体育館第二体育館

　

開
閉
式
の
ガ
ラ
ス
屋
根
を
採
用

し
、
太
陽
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

用
し
た
温
水
効
果
に
よ
り
、
屋
外

プ
ー
ル
と
比
べ
て
、
長
期
間
（
５

月
～
10
月
）
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
長
さ
25
ｍ
の
一
般
プ
ー

ル
が
８
コ
ー
ス
と
水
深
50
～
60
㎝

の
幼
児
用
プ
ー
ル
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

所8 

相
馬
市
中
村
字
桜
ヶ
丘
５
４-

２

☎
０
２
４
４-

３
２-

０
０
２
１

第一体育館内観 （２階）

柔 ・ 剣道場

　

ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
そ
う
ま
第
一
体
育
館

の
１
階
は
、
柔
・
剣
道
場
と
弓
道
場
、
２
階

は
、
約
８
０
０
㎡
の
ア
リ
ー
ナ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
第
二
体
育
館
は
、
国
際
競
技
連
盟
が

公
認
す
る
床
材
で
あ
る
タ
ラ
フ
レ
ッ
ク
ス
を

使
用
し
て
お
り
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
４

面
分
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
。

所8 

相
馬
市
中
村
字
北
町
５
５-

１

☎
０
２
４
４-

３
７-

２
３
０
９

第二体育館内観 弓道場

　

相
馬
市
初
野
射
撃
場
は
、
有

害
鳥
獣
対
策
を
推
進
し
、
農
作

物
被
害
の
軽
減
等
を
図
る
た
め
、

老
朽
化
し
て
使
わ
れ
な
く
な
っ

た
ト
ラ
ッ
プ
射
撃
場
を
再
整
備

し
た
施
設
で
す
。
ア
メ
リ
カ
ン

ト
ラ
ッ
プ
射
面
が
１
面
、
ラ
イ

フ
ル
射
撃
場
が
１
棟
あ
り
、
東

北
で
唯
一
の
移
動
標
的
射
撃
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
開

場
期
間
は
４
月
か
ら
11
月
の
土

日
祝
日
で
す
。

所8 

相
馬
市
初
野
字
栗
原
２
８
７

☎
０
２
４
４-

３
７-

２
１
４
５
（平
日
）

☎
０
８
０-

６
０
４
９-

１
６
３
６
（
土
日
祝
）

第一体育館

第二体育館

ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
そ
う
ま

相
馬
市
民
プ
ー
ル

相
馬
市
初
野
射
撃
場
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み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
目
的
と
し
て

環
境
省
が
設
定
し
ま
し
た
。
環
境
省
を

は
じ
め
、
４
県
28
市
町
村
※

に
及
ぶ
関

係
自
治
体
、
民
間
団
体
、
地
域
住
民
の

協
働
に
よ
り
、
青
森
県
八
戸
市
か
ら
福

島
県
相
馬
市
ま
で
の
全
長
１
０
０
０
㎞

を
超
え
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
イ
ル
と

し
て
令
和
元
年
６
月
９
日
に
全
線
開
通

し
ま
し
た
。
相
馬
市
の
ル
ー
ト
は
、
相

馬
中
村
神
社
や
中
村
城
跡
を
通
っ
て
お

り
、
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
相
馬
市
の

歴
史
と
文
化
を
巡
る
ル
ー
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ

ル
最
南
端
の
松
川
浦
環
境
公
園
に
は

H
e
a
d
＆
E
n
d
を
示
す
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

※ 

令
和
５
年
３
月
に
宮
城
県
角
田
市
が
新

た
に
参
画
し
４
県
29
市
町
村
に
ま
た
が

る
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　

ふ
く
し
ま
浜
街
道
ト
レ
イ
ル
は
、
福
島
県
浜
通
り
の
13

市
町
村
が
一
体
と
な
り
観
光
振
興
に
取
り
組
む
「
う
つ
く

し
ま
浜
街
道
観
光
推
進
会
議
」
が
事
業
主
体
と
な
り
コ
ー

ス
を
設
定
し
ま
し
た
。
福
島
県
新
地
町
か
ら
い
わ
き
市
ま

で
の
10
市
町
を
つ
な
ぐ
全
長
２
０
０
㎞
超
の
ふ
く
し
ま
浜

街
道
ト
レ
イ
ル
沿
岸
ル
ー
ト
は
令
和
４
年
10
月
30
日
に
開

通
し
ま
し
た
。
内
陸
側
の
飯
舘
村
、
葛
尾
村
、
川
内
村
に

つ
い
て
も
今
後
、
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。
雄
大
で
と

き
に
荒
々
し
い
太
平
洋
を
眺
め
、
阿
武
隈
山
系
に
育
ま
れ

た
豊
か
な
自
然
、
自
然
に
継
承
さ
れ
る
歴
史
・
営
み
を
巡

り
、
浜
通
り
の
あ
り
の
ま
ま
の
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
道
に
な
っ
て
い
ま
す
。
相
馬
市
の
ル
ー
ト
は
、
み
ち

の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
終
着
点
で
あ
る
松
川
浦
環
境
公
園

を
進
み
、
松
川
浦
大
橋
を
渡
っ
て
大
洲
松
川
ラ
イ
ン
を
抜

け
て
い
く
ル
ー
ト
に
な
っ
て
お
り
、
松
川
浦
の
美
し
い
景

観
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

マップ 環境省ＨＰ

マップ ふくしま浜街道トレイルＨＰ

ふ
く
し
ま
浜
街
道
ト
レ
イ
ル

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
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相
馬
家
代
々
の
氏
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
き
た
相
馬

中
村
神
社
は
、
中
村
城
郭
内
の
西
方
に
あ
る
小
高
い
丘
に

建
っ
て
い
ま
す
。
本
殿
・
幣
殿
・
拝
殿
は
昭
和
58
年
に
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
建
物
の
要
所
を
漆

塗
り
、
彩
色
、
飾
金
具
で
飾
っ
た
、
寛
永
建
立
の
正
統
的

な
も
の
で
相
馬
地
方
を
代
表
す
る
建
築
で
す
。

所8 

相
馬
市
中
村
字
北
町
１
４
０

☎
０
２
４
４-

３
５-

３
３
６
３

　

明
治
13
年
、
相
馬
氏
の
祖
、
相
馬
師も

ろ
つ
ね常

を
御
祭
神
と

し
て
、
中
村
城
本
丸
跡
に
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
境
内
に

は
、
第
17
代
当
主
が
築
城
記
念
に
植
え
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
推
定
樹
齢
４
０
０
年
の
藤
が
あ
り
、
花
期
に
は

参
拝
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。

所8 

相
馬
市
中
村
字
北
町
１
０
１

☎
０
２
４
４-

３
５-

３
３
６
２

　

相
馬
藩
13
代
２
６
０
年
間
６
万
石
の
居
城
と
し

て
、
明
治
維
新
ま
で
続
き
ま
し
た
。
自
然
の
岳
陵
を

利
用
し
た
平
山
城
で
、
本
丸
の
ま
わ
り
に
二
の
丸
、

三
の
丸
の
ほ
か
岡
田
塁
、
円
蔵
郭
、
蓮
池
な
ど
を
配

し
、
堀
や
土
塁
を
巧
み
に
め
ぐ
ら
し
た
堅
固
な
城
と

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
大
手
門
と
土
塁
、
石
垣
・
濠

な
ど
が
残
っ
て
お
り
、
往
時
を
偲
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

馬
陵
公
園
は
、
浜
通
り
を
代
表
す
る
桜
の
名
所
で

す
。
約
６
０
０
本
の
桜
が
一
斉
に
咲
き
乱
れ
る
姿
は

圧
巻
で
す
。
花
見
客
は
、
う
ら
ら
か
な
春
の
一
日
を

思
う
存
分
楽
し
め
ま
す
。 赤橋

大手門

藤棚

御朱印

御城印

御朱印

相
馬
中
村
神
社

相
馬
神
社

中
村
城
（
馬
陵
城
）
跡

馬
陵
公
園
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建
武
年
間
（
１
３
３
４-

１
３
３
６
）
に
創
立
さ
れ
、

元
禄
８
年
（
１
６
９
５
年
）
に
当
時
の
相
馬
中
村
藩
主
で

あ
る
相
馬
昌ま

さ
た
ね胤

に
よ
っ
て
現
在
の
社
殿
お
よ
び
境
内
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
近
郷
で
も
群
を
抜
く
壮
美
な
宮
殿

で
、
当
時
は
「
相
馬
日
光
」
と
称
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
24

年
に
は
、
本
社
（
本
殿
・
幣
殿
・
拝
殿
）、
若
宮
八
幡
宮
、

亀
齢
社
、
随
身
門
、
末
社
３
社
の
７
棟
と
宮
殿
６
基
、
本

社
拝
殿
の
扁
額
「
八
正
宮
」
１
面
が
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

所8 

相
馬
市
坪
田
字
涼
ヶ
岡
５
１

☎
０
２
４
４-

３
６-

４
３
４
２

　

相
馬
出
身
の
仏
師
・
荒
嘉
明
氏
（
昭
和
38
年
没
）
が
諸
国
遊
歴

の
後
、
生
涯
一
仏
一
体
を
残
そ
う
と
岩
山
を
切
り
開
き
建
立
し
た

の
が
、
百
尺
観
音
（
磨
崖
仏 

百
尺
聖
観
世
音
尊
像
）
で
す
。
未
だ

未
完
成
で
、
現
在
、
４
代
目
当
主
・
陽
之
輔
氏
が
父
祖
の
志
を
受

け
継
い
で
い
ま
す
。

所8 

相
馬
市
日
下
石
字
高
根
沢
６
８
６

☎
０
２
４
４-

３
５-

２
９
０
２

　

相
馬
中
村
藩
内
子
弟
を

教
育
し
多
く
の
俊
才
を
輩

出
し
た
金
蔵
院
、
第
19
代

当
主
相
馬
忠た

だ
た
ね胤

が
武
運
長

久
を
祈
っ
て
建
立
し
た
観

音
堂
、
出
羽
の
名
工
上
杉

主
殿
頭
作
の
地
蔵
堂
な
ど

の
史
跡
が
あ
り
ま
す
。

所8 

相
馬
市
西
山
字
表
西
山

　

歴
史
資
料
収
蔵
館
で
は
、
通

史
展
示
、
御
仕
法
、
相
馬
野
馬

追
、
相
馬
駒
焼
、
彫
刻
家
・
佐

藤
玄
々
の
作
品
な
ど
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
郷
土
蔵
で
は
、
農

業
や
漁
業
、
養
蚕
業
で
使
わ
れ

て
い
た
道
具
な
ど
の
民
俗
資
料

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

所8 

相
馬
市
中
村
字
北
町
５
１-

１

☎
０
２
４
４-

３
７-

２
１
９
１
（
収
蔵
館
）

☎
０
２
４
４-

３
２-

１
２
３
４
（郷
土
蔵
）

　

相
馬
駒
焼
は
独
特

の
ひ
び
焼
き
と
走
り

駒
の
絵
が
描
か
れ
て

い
る
の
が
特
徴
で
、

江
戸
時
代
に
は
藩
主

の
自
家
用
や
献
上
・

贈
答
用
と
さ
れ
ま
し

た
。

　

昭
和
20
年
に
熱
田
神
宮
内
の
日
本
武

尊
神
社
の
御
神
体
と
し
て
依
頼
さ
れ
た

作
品
で
し
た
。
元
は
木
彫
り
の
作
品
で
あ

り
、
展
示
さ
れ
て
い
る
も
の
は
同
型
の

作
品
か
ら
石
膏
に
型
取
り
さ
れ
た
も
の

で
す
。
佐
藤
玄
々
の
も
っ
と
も
代
表
的
な

作
品
は
、
東
京
日
本
橋
三
越
本
店
に
あ
る

「
天ま

ご
ご
ろ女

像
」
で
す
。

御朱印

相
馬
市
歴
史
資
料
収
蔵
館
・
郷
土
蔵

百
尺
観
音

愛
宕
山
史
跡

相
馬
駒
焼

神
狗
（
佐
藤
玄
々
作
）

涼
ヶ
岡
八
幡
神
社
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桜
の
名
所
で
あ
る
中
村
城
跡
の
馬
陵
公
園
で
開

催
さ
れ
る
お
祭
り
で
す
。
色
鮮
や
か
に
咲
き
誇
る

満
開
の
桜
並
木
は
圧
巻
で
す
。
祭
り
期
間
中
は
、

ぼ
ん
ぼ
り
に
照
ら
さ
れ
た
夜
桜
も
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

相
馬
中
村
藩
歴
代
藩
主
は
、

藩
内
の
各
郷
に
豊
作
や
降
雨

を
も
た
ら
す
大
雷
神
社
を

祀
っ
て
、
社
前
で
五
穀
豊
穣

を
祈
り
神
楽
を
奉
納
す
る
よ

う
奨
励
し
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
宇
多
郷
の
郷
社
、
大

雷
神
社
の
神
楽
奉
納
は
、
当

時
の
姿
を
守
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
平
成
４
年
に
県
の
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
６
月
と
９

月
に
奉
納
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

相
馬
盆
踊
り
大
会
は
、
企

業
や
市
民
グ
ル
ー
プ
、
子
ど

も
の
団
体
な
ど
が
そ
ろ
い
の

浴
衣
や
法
被
姿
で
参
加
し
、

相
馬
民
謡
同
好
会
に
よ
る
相

馬
民
謡
「
相
馬
盆
唄
」
の
生

演
奏
に
あ
わ
せ
て
踊
り
ま
す
。

踊
り
に
は
毎
年
、
夏
合
宿
中

の
大
相
撲
玉
ノ
井
部
屋
の
力

士
ら
も
参
加
し
、
祭
を
盛
り

上
げ
ま
す
。

相
馬
ふ
る
さ
と
の
行
事

一　

月

二　

月

四　

月

五　

月

六　

月

八　

月

九　

月

十　

月

十
一
月

ど
ん
と
祭

福
節
祭

桜
ま
つ
り

春
ま
つ
り

相
馬
野
馬
追
安
全
祈
願
祭

相
馬
野
馬
追

相
馬
宇
多
郷
神
楽
舞

お
よ
ご
も
り

大
瓜
市

相
馬
盆
踊
り
大
会

諏
訪
神
社
例
大
祭

涼
ヶ
岡
八
幡
神
社
例
大
祭

相
馬
宇
多
郷
神
楽
舞

相
馬
御
神
楽
大
会

そ
う
ま
市
民
ま
つ
り

相
馬
民
謡
全
国
大
会

相
馬
宇
多
郷
神
楽
舞

相
馬
盆
踊
り
大
会

桜
ま
つ
り
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毎
年
、
秋
に
市
民
の
ひ

ろ
ば
（
市
民
会
館
駐
車
場
）

で
開
催
さ
れ
る
そ
う
ま
市

民
ま
つ
り
は
、
市
民
に
よ

る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

地
場
産
品
の
販
売
の
ほ
か
、

姉
妹
都
市
や
友
好
都
市
の

物
産
展
な
ど
の
テ
ン
ト
が

軒
を
連
ね
、
多
く
の
お
客

さ
ん
で
賑
わ
い
ま
す
。
ま

た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

各
種
団
体
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
が
披
露
さ
れ

ま
す
。

　

「
相
馬
盆
唄
」
「
相
馬
流
れ
山
」
「
新

相
馬
節
」
「
相
馬
二
編
返
し
」
「
壁
塗

甚
句
」
を
は
じ
め
と
す
る
民
謡
の
ふ

る
さ
と
相
馬
。
６
万
石
の
小
藩
な
が

ら
藩
主
は
常
に
武
を
練
り
祭
り
を
盛

ん
に
し
、
藩
民
の
た
め
に
住
み
よ
い

明
る
い
藩
政
を
施
い
た
こ
と
を
称
賛

し
た
唄
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
長
い
歴
史
に
育
ま

れ
伝
承
さ
れ
て
き
た
26
曲
の
相
馬
民

謡
の
中
か
ら
出
場
者
が
唄
う
曲
を
選

び
自
慢
の
の
ど
を
披
露
し
ま
す
。

２６曲の相馬民謡

歌唱曲

相馬流れ山 相馬胴突（土つき）唄

相馬北方流れ山 相馬草刈唄

相馬二編返し 壁塗甚句

相馬北方二編返し 壁塗甚句（旧節）

相馬麦つき唄 原釜大漁祝唄

相馬麦つき唄（古調） 相馬田植唄

羽黒節 相馬田の草取唄

相馬馬子唄 相馬さんさ時雨

相馬甚句 相馬長持唄

浜甚句 神長老林節

相馬節 相馬木挽唄

相馬節（旧節） 相馬盆唄

新相馬節 相馬盆唄（古調）

　

相
馬
神
社
で
節
分
に

合
わ
せ
て
、
無
病
息
災
・

疫
病
退
散
な
ど
を
祈
願

し
て
開
催
さ
れ
る
お
祭

り
で
す
。
神
事
の
後
、

原
釜
敬
神
部
に
よ
る
神

楽
の
奉
納
や
豆
ま
き
が

行
わ
れ
ま
す
。
福
を
求

め
て
多
く
の
方
が
集
ま

り
賑
わ
い
ま
す
。

ハ
ア
ー
イ
ヨ
ー　

今
年
ゃ
豊
年
だ
よ

（
ハ
ア
ー
コ
ー
リ
ャ
コ
リ
ャ
）

穂
に
穂
が
咲
い
て
よ
ヨ
ー

ハ
ア
ー　

道
の
小
草
に
も

ヤ
レ
サ
ナ　

米
が
な
る
ヨ
ー

（
ハ
ア
ヨ
ー
イ
ヨ
ー
イ
ヨ
ー
イ
ト
ナ
）

相
馬
盆
唄

ハ
ア
ー
イ
ヨ
ー　

そ
ろ
た
そ
ろ
た
よ

（
ハ
ア
ー
コ
ー
リ
ャ
コ
リ
ャ
）

踊
子
が
そ
ろ
た
ヨ
ー

ハ
ア
ー　

秋
の
出
穂
よ
り

ヤ
レ
サ
ナ　

よ
く
そ
ろ
た
ヨ
ー

（
ハ
ア
ヨ
ー
イ
ヨ
ー
イ
ヨ
ー
イ
ト
ナ
）

ハ
ア
ー
イ
ヨ
ー　

踊
り
つ
か
れ
て

（
ハ
ア
ー
コ
ー
リ
ャ
コ
リ
ャ
）

寝
て
み
た
も
の
の
ヨ
ー

ハ
ア
ー　

遠
音
囃
子
で

ヤ
レ
サ
ナ　

寝
つ
か
れ
ぬ
ヨ
ー

（
ハ
ア
ヨ
ー
イ
ヨ
ー
イ
ヨ
ー
イ
ト
ナ
）

相
馬
民
謡
全
国
大
会

そ
う
ま
市
民
ま
つ
り

福
節
祭
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親
潮
と
黒
潮
が
交
わ
る
豊
か
な
海
域
を
有
す
る
相
馬
沖

で
獲
れ
る
海
産
物
は
「
常
磐
も
の
」
の
愛
称
と
し
て
も
知

ら
れ
、
全
国
の
市
場
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
相
馬
沖
で
近
年
、
天
然
ト
ラ
フ
グ
の
漁
獲
量
が
大
幅

に
増
加
し
て
お
り
、
新
た
な
冬
の
味
覚
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
サ
イ
ズ
が
35
㎝
以
上
で
、
延
縄
漁
で
獲
れ
た

な
ど
所
定
の
条
件
を
満
た
す
ト
ラ
フ
グ
が
「
福
と
ら
」
と

命
名
さ
れ
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
は
10

月
か
ら
２
月
で
す
。

　

新
鮮
な
イ
カ
や
カ
レ
イ
、
ホ
タ
テ
な
ど
の
魚
介
類
を
串

に
刺
し
て
炭
火
で
じ
っ
く
り
と
焼
き
上
げ
る
松
川
浦
の
名

物
で
す
。
焼
き
た
て
の
浜
焼
き
は
、
魚
介
の
旨
み
と
タ
レ

の
味
が
口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
ま
さ
に
格
別
で
す
。
休

日
に
な
る
と
、
松
川
浦
に
は
浜
焼
き
を
求
め
て
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
ま
す
。
松
川
浦
の
自
慢
の
味
を
ぜ
ひ
、
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

　

相
馬
沖
で
は
明
治
時
代
か
ら
ホ
ッ
キ
貝
の
漁
が
行
わ
れ

て
お
り
、
長
い
間
ホ
ッ
キ
貝
の
名
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
福
島
県
は
ホ
ッ
キ
貝
が
生
息
す
る
ほ
ぼ
南
限

に
あ
た
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
相
馬
の
ホ
ッ
キ
貝
は
成
長

が
早
く
、
他
の
産
地
と
比
べ
て
身
が
柔
ら
か
く
、
甘
み
が

強
い
の
が
特
徴
で
す
。
地
元
な
ら
で
は
の
食
べ
方
と
し
て
、

ホ
ッ
キ
飯
や
ホ
ッ
キ
味
噌
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に

も
、
天
ぷ
ら
や
刺
身
で
食
べ
て
も
格
別
で
す
。

ホ
ッ
キ
貝

浜
焼
き

福
と
ら
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独
特
な
粘
土
質
の
土

壌
や
太
平
洋
か
ら
の
海

風
に
よ
っ
て
運
ば
れ
る

ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
に
よ
り

梨
の
甘
さ
が
増
し
て
い

く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

８
月
中
旬
か
ら
11
中
旬

が
旬
の
時
期
で
幸
水
・

豊
水
・
あ
き
づ
き
・
新
高
・

新
興
な
ど
た
く
さ
ん
の

品
種
の
お
い
し
い
梨
が

市
場
や
直
売
所
に
並
び

ま
す
。

　

和
田
観
光
い
ち
ご
園

で
は
、
章
姫
、
さ
ち
の
か
、

と
ち
お
と
め
な
ど
の
い

ち
ご
を
ハ
ウ
ス
で
栽
培

し
て
お
り
、
１
月
か
ら

５
月
に
は
い
ち
ご
狩
り

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
朝
摘
み
の
甘
い

い
ち
ご
も
販
売
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
土
産
に

お
す
す
め
で
す
。

所8 

相
馬
市
和
田
字
下
柴
迫
９
４

☎
０
２
４
４-

３
６-

５
５
３
５

　

松
川
浦
の
あ
お
さ
は
「
ヒ
ト
エ
グ
サ
」
と
い
う

種
類
で
風
味
豊
か
な
磯
の
香
り
と
食
感
、
旨
み
が

魅
力
で
す
。
養
殖
用
の
海
苔
網
を
張
る
た
め
、
秋

に
な
る
と
松
川
浦
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
竹
の
杭
が

立
ち
並
び
、
収
穫
の
最
盛
期
を
迎
え
る
冬
か
ら
春

に
か
け
て
景
勝
地
松
川
浦
の
上
に
鮮
や
か
な
青
々

と
し
た
海
苔
棚
の
絨
毯
が
敷
か
れ
る
風
景
が
見
ら

れ
ま
す
。
味
噌
汁
、
天
ぷ
ら
、
酢
の
物
な
ど
、
あ

お
さ
の
香
り
を
活
か
し
た
様
々
な
料
理
で
食
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
松
川
浦
産
の
あ
お
さ

を
使
用
し
た
海
苔
の
佃
煮
も
お
す
す
め
で
す
。

相馬市観光協会が認定している、相馬のお土産やギフトにおすすめなお墨付き商品です。

２０２４年現在１４商品が選ばれ、相馬を代表する認証品として登録されています。

そ
う
ま
梨

あ
お
さ

い
ち
ご
狩
り

相馬ブランド認証品
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「
相
馬
野
馬
追
」
の
陣
屋
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
造
形
が
特
徴
的
な
道
の
駅
で
す
。
地
域

の
活
性
化
と
産
業
振
興
、
情
報
発
信
の
拠
点

と
し
て
物
産
館
を
令
和
４
年
10
月
20
日
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
物
産
販

売
施
設
で
は
、
相
馬
市
内
で
収
穫
さ
れ
た
野

菜
や
果
物
、
相
馬
市
を
中
心
と
し
た
特
産
品
、

工
芸
品
な
ど
も
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。
物
産

販
売
施
設
に
併
設
さ
れ
て
い
る
、
ス
イ
ー
ツ

販
売
「
殿
様
ミ
ル
ク
ス
タ
ン
ド

S
O
M
A
」
・

レ
ス
ト
ラ
ン
「
キ
ッ
チ
ン
に
っ
た
き
」
で
は
、

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
味
わ
え

ま
す
。

所8 

相
馬
市
日
下
石
字
金
谷
７
７-

１

☎
０
２
４
４-

３
７-

３
９
３
８

相馬家３４代目当主相馬行
みちたね

胤氏が営む牧場から取り寄

せた牛乳とヨーグルトで作ったオリジナルソフトク

リームが味わえます。

道の駅そうまを拠点に相馬の食と観光の魅力発信を

行う大食いアイドルもえのあずきさんが考案したメ

ニューを味わうことができます。

※ もえのあずきさんのメニューは季節によりお出しで

きない場合があります。

道
の
駅
そ
う
ま

殿様ミルクスタンドＳＯＭＡキッチンにったき
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東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

原
釜
地
区
に
令
和
２
年
10
月
25
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
相
馬
で
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
な
魚
介
類
を
は

じ
め
、
地
元
農
産
物
や
加
工
品
、
相
馬
市
内
の
産
品

を
メ
イ
ン
に
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
施
設
内
に
あ
る

海
鮮
食
堂
「
浜
の
台
所 

く
ぁ
せ
っ
と
」
で
は
、
相

馬
の
魚
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
地
魚
丼
な
ど
の
メ

ニ
ュ
ー
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

所8 

相
馬
市
尾
浜
字
追
川
１
９
６

☎
０
２
４
４-

３
２-

１
５
８
５

　

磯
部
水
産
加
工
施
設
は
、
水
産
物
の
安
定
供
給
と

水
産
業
の
早
期
本
格
操
業
を
実
現
す
る
た
め
に
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
相
馬
双
葉
漁
業
協
同
組
合
が
直
轄
で

運
営
を
し
て
お
り
、
地
元
で
獲
れ
た
新
鮮
な
水
産
物

を
直
営
な
ら
で
は
の
お
得
な
価
格
で
提
供
し
、
観
光

客
や
地
元
の
方
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
相
馬
沖
で

獲
れ
た
ヒ
ラ
メ
、
カ
レ
イ
、
タ
コ
、
し
ら
す
、
コ
ウ
ナ
ゴ
、

ホ
ッ
キ
貝
を
ぜ
ひ
、
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

所8 

相
馬
市
磯
部
字
大
迎
１
１
２
６

☎
０
２
４
４-

３
３-

５
２
２
６

磯
部
水
産
加
工
施
設
直
売
所

浜
の
駅
松
川
浦
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災
害
時
に
備
え
て
毛
布

や
水
、
米
な
ど
を
備
え
る

ほ
か
、
平
常
時
に
は
災
害

時
相
互
応
援
協
定
締
結
自

治
体
と
の
地
域
間
交
流
施

設
や
防
災
教
育
研
修
施
設

と
し
て
の
役
割
も
担
い
ま

す
。
相そ

う
ま
ひ
ょ
う
ろ
う
ぐ
ら

馬
兵
糧
蔵
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。

所8 

相
馬
市
坪
田
字
宮
東
２
５

　

２
階
建
て
で
、
座
席

９
２
２
席
の
大
ホ
ー
ル
の

ほ
か
、
リ
ハ
ー
サ
ル
兼
多

目
的
ホ
ー
ル
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
や
発

表
会
、
講
演
会
な
ど
幅
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

所8 

相
馬
市
中
村
字
北
町
５
１-
１

☎
０
２
４
４-

３
５-

２
４
２
６

　

震
災
に
よ
っ
て
失
わ

れ
た
相
馬
市
の
原
風
景

を
後
世
に
残
し
、
遺
族

の
心
の
拠
所
と
な
る
た

め
に
建
て
ら
れ
た
施
設

で
す
。
震
災
前
の
原
風

景
や
震
災
の
記
録
な
ど

を
写
真
や
映
像
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

所8 

相
馬
市
原
釜
字
大
津
２
７
０

☎
０
２
４
４-

３
２-

１
３
６
６

相
馬
市
民
会
館

相
馬
市
伝
承
鎮
魂
祈
念
館

相
馬
市
防
災
備
蓄
倉
庫
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千
客
万
来
館
は
、
市
内
観
光
案
内
窓
口
で
あ
る
「
相
馬
観
光

復
興
御
案
内
処
」
と
「
相
馬
市
観
光
協
会
」
の
ス
タ
ッ
フ
が
常

駐
し
、
市
内
観
光
情
報
の
提
供
や
宿
泊
案
内
を
行
っ
て
い
る
観

光
交
流
施
設
で
す
。

所8 

相
馬
市
中
村
字
北
町
５
５-
１

☎
０
２
４
４-

２
６-

４
８
４
８

　

ガ
イ
ド
が
バ
ス
に

同
乗
し
て
、
相
馬
市

内
を
巡
り
、
防
災
を

学
ぶ
ツ
ア
ー
で
す
。

東
日
本
大
震
災
発
生

当
時
の
相
馬
市
の
被

害
状
況
や
今
の
姿
を
、

映
像
を
交
え
な
が
ら

説
明
し
、
被
害
の
多

か
っ
た
沿
岸
部
、
新

た
に
建
築
さ
れ
た
復

興
施
設
な
ど
を
ガ
イ

ド
が
ご
案
内
し
ま
す
。

相馬野馬追の展示コーナー

マンホールカードを配布しています

受入人数

受入期間

休 業 日

所要時間

料　　金

オプション

お問い合わせ

：

：

：

：

：

：

：

１０名以上（団体のみ）

（１００名以上は要相談）

通年（平日のみ）

土・日・祝・年末年始

約２時間

５,０００円 /バス１台

３,０００円 /バス１台

（相馬市内で昼食をとる場合）

無　　料 /バス１台

（相馬市内に宿泊する場合）

震災語り部３,０００円/１団体（３０名まで）

（３０名を超える場合は要相談）

相馬市観光協会

TEL 0244 -35 -3300

FAX 0244 -35 -3210

相
馬
市
復
興
視
察
案
内

震
災
、
そ
し
て
相
馬
の
今
の
姿
を
知
る
。

相
馬
市
千
客
万
来
館
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●浜の駅松川浦●浜の駅松川浦

●松川浦大橋●松川浦大橋

●カゲスカ海岸●カゲスカ海岸

鵜ノ尾埼灯台●鵜ノ尾埼灯台●

大洲松川ライン●大洲松川ライン●

●文字島●文字島

●原釜尾浜海水浴場●原釜尾浜海水浴場
●尾浜ビーチバレーボール場●尾浜ビーチバレーボール場

相馬市伝承鎮魂祈念館●相馬市伝承鎮魂祈念館●

尾浜こども公園●尾浜こども公園●

●松川浦パークゴルフ場●松川浦パークゴルフ場

磯部水産加工施設直売所●磯部水産加工施設直売所●

●道の駅そうま●道の駅そうま

●百尺観音●百尺観音

●相馬市防災備蓄倉庫●相馬市防災備蓄倉庫

●涼ヶ岡八幡神社●涼ヶ岡八幡神社

●愛宕山史跡●愛宕山史跡

相馬中村神社●相馬中村神社●
相馬神社●相馬神社●

●相馬市役所●相馬市役所
●相馬市千客万来館●相馬市千客万来館

相馬市民会館●相馬市民会館●
●歴史資料収蔵館●歴史資料収蔵館
●郷土蔵●郷土蔵

●和田観光いちご園●和田観光いちご園

相馬光陽サッカー場●相馬光陽サッカー場●

相馬光陽パークゴルフ場●相馬光陽パークゴルフ場●

●相馬光陽ソフトボール場●相馬光陽ソフトボール場
●相馬こどもドーム●相馬こどもドーム

松川浦桟橋松川浦桟橋●松川浦環境公園●松川浦環境公園●

●角田公園テニスコート●角田公園テニスコート

●相馬港テニスコート●相馬港テニスコート

相馬市民プール●相馬市民プール●

●浜の駅松川浦

●松川浦大橋

●カゲスカ海岸

鵜ノ尾埼灯台●

大洲松川ライン●

●文字島

●原釜尾浜海水浴場
●尾浜ビーチバレーボール場

相馬市伝承鎮魂祈念館●

尾浜こども公園●

●松川浦パークゴルフ場

磯部水産加工施設直売所●

●道の駅そうま

●百尺観音

●相馬市防災備蓄倉庫

●涼ヶ岡八幡神社

●愛宕山史跡

相馬中村神社●
相馬神社●

●相馬市役所
●相馬市千客万来館

相馬市民会館●
●歴史資料収蔵館
●郷土蔵

●和田観光いちご園

相馬光陽サッカー場●

相馬光陽パークゴルフ場●

●相馬光陽ソフトボール場
●相馬こどもドーム

松川浦桟橋●松川浦環境公園●

●角田公園テニスコート

●相馬港テニスコート

相馬市民プール●
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福島県

相馬市が位置するのは、東北地方の最南端の県・福島

県の太平洋側の沿岸部。人口は約３３,０００人。面積は

１９７.７㎢。福島県では、沿岸地域を浜通りと呼びますが、

相馬市は浜通りの中でも北の方に位置します。

◇車をご利用の場合

◇飛行機をご利用の場合

常磐道　約４０分

東北中央道 （相馬福島道路）

復興支援道路に位置づけられる東北中央自動車道（相

馬福島道路）は常磐自動車道と東北自動車道を結ぶ約

４５㎞の自動車専用道路（無料）です。この道路によっ

て、アクセスが向上し、福島県内陸部及び山形県南部

地方まで観光周遊圏が広がることで、交流人口が拡大

され、観光振興による地域の活性化が期待されます。

相馬市

常磐道　約６０分
仙台市 相馬ＩＣ

常磐道　約４時間
東京 相馬ＩＣ

相馬ＩＣ仙台空港ＩＣ

仙台空港アクセス線

約１０分

常磐線

約４５分

名取駅仙台空港駅

◇電車をご利用の場合

東北新幹線 常磐線

ひたち

約３時間５０分

約１時間約２時間

東京駅

東京駅

相馬駅

相馬駅

仙台駅

相馬福島道路経由　約５０分
福島市 相馬市

相馬駅
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このパンフレットは道・絆プロジェクトの支援により作成しています。

相馬市商工観光課

〒９７５－００４２　相馬市中村字北町５５－１

TEL　0244-26-4848

FAX　0244-26-4343

E-mail　sg-syoko@city.soma.lg.jp

相馬市観光協会

〒９７５－００４２　相馬市中村字北町５５－１

TEL　0244-35-3300

FAX　0244-35-3210

E-mail　kanko@bb.soma.or.jp

相馬市ＨＰ

相馬市観光協会ＨＰ

相馬市千客万来館　〒９７６－００４２　福島県相馬市中村字北町５５－１

２０２４年３月発行


